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今回のテーマは・・・

⽣産性の⾼いSS
その秘密１



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

２：６：２
の法則



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

どのような組織でも⼈材
の構成⽐率が「上位2
割：中間6割：下位2割」
に分かれるという経験則
に基づく理論。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

⽣産性を上げるた
めに下位の２割を
切ったら良いので
はないか。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

下位2割を単純に排
除しても、時間が経
つと再び2:6:2の⽐率
に戻る。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

なぜそうなってしまうのか？
（メカニズム）この現象が起
きる根本的な理由は、「反応
閾値（いきち）の差」と「集
団の維持システム」にある。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？
1. 「反応閾値（仕事への腰の軽さ）」の
個体差。⼈には、刺激に対して⾏動を起
こすボーダーライン（反応閾値）の違い
がある

部屋が少し散らかっただけで掃除する⼈
（閾値が低い＝2割の優秀層）かなり散ら
かってから掃除する⼈（閾値が中程度＝6
割の普通層）⾜の踏み場がなくなって初
めて動く⼈（閾値が⾼い＝2割の滞留層）



⽣産性の⾼いSSその秘密！？
•2. 仕事の横取りと役割の固定化閾値
が低い（仕事への反応が早い）2割
の⼈が、発⽣した仕事をすべて⽚付
けてしまうため、閾値が⾼い2割の
⼈は「働く前に仕事が終わってしま
う」状態になる。
•その結果、客観的に
「働かない2割」に⾒えてしまう。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

下位2割を切り捨てても、残っ
た8割の中で「相対的に⼀番仕
事に気づきにくい⼈（閾値が
⼀番⾼い層）」が新しい「働
かない2割」の役割に押し出さ
れるため、結局2:6:2に再編さ
れてしまう。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

優秀な集団は、その店で
は下位といわれる２割の
⼈の⽣産性も、他のSSに
⽐べれば引き上げられて
いることが特徴。



上位 2割 真ん中 6割 下位 2割

レベルの
⾼いSS

⾃ら考え
成果をつくる

決めたことを
普通にやる

指⽰・確認すれば
きちんとやる

レベルの
低いSS

指⽰されたことは
ある程度やる

⾔われても動か
ないことがある

やらない⾔い訳
する。周囲の⾜を
引っ張る

⾼いSSの「下位2割」が、低いSSの
「上位2割」より仕事ができることもある。

⽣産性の⾼いSSその秘密！？



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

第１に⼤事なのは、
下位の２割に引っ張ら
れずに「真ん中の６
割」のパフォーマンス
を上げること。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

その次に⼤事なのは、
下位の２割に最低限の
パフォーマンスをして
もらうこと。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

成果を⽣む
「仕事の設計」
と「可視化」



成果を⽣む「仕事の設計」と「可視化」

現場の⽣産性が上がらない
最⼤の理由は「サボり」で
はなく、「何をどこまでや
れば正解かが分からない」
ことによる⼿持ち無沙汰や
現場任せの無駄な⼿順。



成果を⽣む「仕事の設計」と「可視化」

メンバーのスキルにばらつ
きがある現場ほど、「ベテ
ランの勘」や「⾔わなくて
も察しろ」「⾒て覚えろ」
「俺と同じようにやれ」と
いう運⽤は通⽤しない。



成果を⽣む「仕事の設計」と「可視化」

具体策１
接客⼿順・作業受付・
⾞検前の点検項⽬など、
１つ１つをマニュアル
化しロープレする。



成果を⽣む「仕事の設計」と「可視化」

具体策２
朝礼などで今⽇やるべきことを伝え
る。「しっかり提案しましょう」な
ど標語ではなく「エアチェック２０
台/⼈⽇。午前中に１０台、１時間に
３台、タイヤ⾒積もり５枚はやろ
う！」と全員が⾒える形にする。



成果を⽣む「仕事の設計」と「可視化」

具体策３
「完了の基準」を数値や写真で明
確に定義する。
例えば、⼿洗い洗⾞で普通⾞なら
「15分」で「このレベルの仕上が
り」で終わらせる。さらにタイム
アタックで作業を⾝につけさせる。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

まとめ
従業員はサボっているので
はなく、「何をどこまでや
れば正解かが分からない」。
だからこそ成果を⽣む「仕
事の設計」と「可視化」。



⽣産性の⾼いSSその秘密！？

まとめ
そのために・・・
①マニュアル化とロープレ
②エアチェック20台具体的指⽰
③完了の基準（質）と時間
（量）
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